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アルコール関連問題啓発週間について
◆11月10日から11月16日までは、アルコール健康障害対策基本法に基づく「アルコール関連問題啓発週間」

関係機関・団体同士が情報共有・連携しながら、依存症の本人及び家族等の相談・治療・回復を支援するためのネットワーク

※OAC（大阪アディクションセンター）とは

◆府では、関係機関等と連携し、アルコール関連問題やアルコール依存症の相談窓口に関する情報を広く発信しています

大阪府のアルコール健康障がいをめぐる現状

大塚製薬㈱

啓発週間等における主な取組み

場所

アルコール依存症をはじめ、薬物やギャンブル等依存症など
依存症についての正しい知識や各種情報をお届けします。

掲載情報
♦ お酒の飲み方スクリーニングテストによるセルフチェック
♦医療機関等に関する情報（検索機能あり）
♦依存症相談のご案内（ＳＮＳ相談、相談先一覧等）他

おおさか依存症ポータルサイトについて
11月９日(木)本日オープン！！

➢行政機関（府庁舎、市町村、保健所、各警察署、門真・光明池運転試験場等）

➢大学（立命館大学）➢企業（日本生命）

➢「医師向け啓発フォーラム」（11/14・11/27 WEB開催）

一般社団法人大阪府断酒会 ➢街頭啓発（11/12 難波高島屋前路上)
内容

公益社団法人大阪精神科診療所協会 ➢市民講演会開催（11/11生野区民センター）

男性

【出典】国民健康・栄養調査（厚生労働省） 大阪府民の健康・栄養状況（大阪府）

⚫ 男性は1日40g以上、女性は20ｇ以上の飲酒は、生活習慣病のリスクを高めます。
直近のデータ（H30）では、男女とも全国平均値を上回っています。
（アルコール約20g≒日本酒１合、ビール500ml 1本、ワイングラス1杯程度）

女性

⚫ ２０歳未満の飲酒は、脳の発育に悪影響を及ぼし、依存症になるリスクを高めます。
府内の飲酒による救急搬送件数のうち、約半数が20歳代までの若者が占めています。

【出典】大阪府救急搬送支援・情報収集・集計分析システム（ORION）（大阪府）



◼生活習慣病リスクを高める量を飲酒している人の割合

◼飲酒による救急搬送数に占める若者の割合

◼OAC加盟機関による啓発活動

◼公民連携によるフォーラムの開催

◼啓発ポスター・パネル掲示、デジタルサイネージ放映等

＜令和４年＞

20歳代まで４8％
年2,907件

20歳代まで

◆過度な飲酒は、肝疾患やアルコール依存症等の健康問題、飲酒運転や自殺等の社会問題を生じさせるリスクがあります

3,183件 2,622件

285件 2,907件

内容

大学等でのサイネージ放映により、若者へ相談機関への相談を呼びかけ！


